
帝
京
大
学

　
帝
京
大
学
理
工
学
部
は
航
空

宇
宙
工
学
科
、
情
報
電
子
工
学

科
、
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科

な
ど
を
持
つ
。
機
械
・
精
密
シ

ス
テ
ム
工
学
科
で
は
、
自
動
車

メ
ー
カ
ー
出
身
の
教
員
が
産
学

官
連
携
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

　
西
脇
正
明
教
授
は
自
動
車
の

ブ
レ
ー
キ
の
摩
擦
振
動
、
車
の

乗
り
心
地
と
車
両
運
動
性
能
が

研
究
テ
ー
マ
。
と
ち
ぎ
自
動
車

産
業
振
興
協
議
会
や
日
本
機
械

学
会
な
ど
の
研
究
会
を
主
導
し

て
い
る
。
黒
沢
良
夫
講
師
は
自

動
車
の
車
内
音
の
低
減
を
研
究

し
て
い
る
。
防
音
材
が
積
層
さ

れ
た
パ
ネ
ル
の
振
動
・
音
響
解

析
技
術
を
開
発
し
、
実
用
化
さ

れ
た
技
術
も
少
な
く
な
い
。

　
森
一
俊
機
械
・
精
密
シ
ス
テ

ム
工
学
科
長
は
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ

ン
ジ
ン
の
性
能
と
バ
イ
オ
デ
ィ

ー
ゼ
ル
燃
料
を
研
究
。
栃
木
県

小
山
市
の
バ
イ
オ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
参
画
、
廃
食
油
の
利
用
が

二
酸
化
炭
素

Ｃ
Ｏ
２

削
減

と
排
出
ガ
ス
低
減
に
つ
な
が
る

こ
と
を
明
確
化
し
た
。

神
奈
川
大
学

　
神
奈
川
大
学
は
同
大
学
が
１

０
０
％
出
資
す
る
ベ
ン
チ
ャ
ー

企
業
「
未
来
環
境
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
」
を
通
じ
て
、
界
面
活
性
剤

を
使
用
し
な
い
乳
化
法
「
三
相

乳
化
技
術
」
に
よ
る
商
品
開
発

を
進
め
て
い
る
。

　
三
相
乳
化
技
術
は
柔
ら
か
い

親
水
性
ナ
ノ
粒
子
の
物
理
的
作

用
力

フ
ァ
ン
デ
ル
ワ
ー
ル
ス

引
力

を
利
用
し
た
も
の
で
、

酸
や
塩
が
混
じ
っ
た
も
の
や
、

種
類
の
異
な
る
油
が
混
合
し
た

状
態
で
も
乳
化
が
可
能
な
ど
の

特
徴
が
あ
る
。
エ
マ
ル
シ
ョ
ン

乳
濁
液

燃
料
へ
の
応
用
や

日
焼
け
止
め
ク
リ
ー
ム
、
シ
ャ

ン
プ
ー
、
マ
ー
ガ
リ
ン
な
ど
業

種
を
問
わ
ず
多
く
の
企
業
と
の

連
携
商
品
を
生
み
出
し
て
い

る
。
２
０
１
５
年
４
月
末
現
在

社
を
超
え
る
企
業
の
製
品
に

同
技
術
が
使
わ
れ
た
。

　
三
相
乳
化
技
術
は
特
別
招

し
ょ
う

聘
教
授
の
田
嶋
和
夫
氏
が
発

へ
い明

。
今
後
も
大
学
で
の
研
究
を

推
し
進
め
な
が
ら
、
企
業
へ
の

技
術
移
転
を
積
極
的
に
行
う
。

足
利
工
業
大
学

　
足
利
工
業
大
学
は
日
本
遺
産

「
足
利
学
校
」
が
あ
る
栃
木
県

足
利
市
で
実
学
中
心
の
教
育
を

実
践
し
て
い
る
。
ま
も
な
く

年
に
な
る
工
学
部
に
、
２
０
１

４
年
４
月
に
新
設
さ
れ
た
看
護

学
部
、
そ
し
て
足
利
短
期
大
学

こ
ど
も
学
科
の
教
育
研
究
成
果

を
地
域
に
還
元
す
る

地

知

の
拠
点
」
「
交
流
の
拠
点
」

「
い
の
ち
の
拠
点
」
づ
く
り
を

目
標
に
し
て
い
る
。

　
「
地

知

の
拠
点
」
で
は
、

地
方
創
生
に
必
要
な
地
域
産
業

の
発
展
や
高
齢
化
社
会
、
少
子

化
問
題
へ
の
対
応
に
寄
与
す

る
。
「
交
流
の
拠
点
」
は
、
地

域
の
特
色
・
魅
力
の
発
信
、
ア

ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
諸
国
の
留
学

生
受
け
入
れ
や
国
際
交
流
を
進

め
る
。
同
大
学
は
日
本
語
学
校

教
職
員
が
優
れ
た
進
学
先
を
選

ぶ
「
日
本
留
学
ア
ワ
ー
ズ
」
で

年
東
日
本
理
工
系
大
学
部
門

１
位
に
輝
い
た
。
「
い
の
ち
の

拠
点
」
は
、
看
護
学
―
工
学
連

携
に
よ
る
地
域
住
民
の
健
康
増

進
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

利
用
し
た
防
災
拠
点
の
整
備
を

予
定
し
て
い
る
。

東
京
都
市
大
学

　
東
京
都
市
大
学
産
官
学
交
流

セ
ン
タ
ー
は
２
０
０
０
年
に
設

立
さ
れ
て
以
来
、
官
公
庁
・
民

間
企
業
と
の
交
流
を
通
じ
、
社

会
へ
の
発
展
に
寄
与
す
る
た

め
、
受
託
・
共
同
研
究
な
ど
の

研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
し

て
い
る
。
ま
た
、
研
究
協
力
依

頼
な
ど
科
学
技
術
な
ど
に
関
す

る
相
談
を
随
時
受
け
付
け
て
い

る
。
企
業
な
ど
で
実
際
に
直
面

し
て
い
る
技
術
的
課
題
の
解
決

や
開
発
、
関
連
情
報
の
調
査
・

研
究
、
技
術
相
談
な
ど
に
も
応

じ
て
い
る
。

　
な
お
、
研
究
実
施
に
あ
た
っ

て
は
通
常
の
受
託
研
究
契
約
に

よ
る
「
一
般
受
託
研
究
」
の
他

に
、
同
大
学
独
自
の
制
度
で
あ

る
１
件

万
円
以
下
の
調
査
、

分
析
、
技
術
相
談
・
指
導
な
ど

を
簡
便
な
手
続
き
で
行
う
「
簡

易
受
託
研
究
」
も
あ
り
、
企
業

な
ど
の
ニ
ー
ズ
、
研
究
目
的
な

ど
に
合
わ
せ
て
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
同
大
学
が
長
年
に

わ
た
っ
て
培
っ
て
き
た
豊
富
な

知
的
財
産
を
余
す
こ
と
な
く
活

用
し
、
万
全
の
体
制
で
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
く
。

芝
浦
工
業
大
学

　
芝
浦
工
業
大
学
は
建
学
の
精

神
で
あ
る

社
会
に
学
び
社
会

に
貢
献
す
る
実
践
型
技
術
者
の

育
成

を
産
学
官
連
携
活
動
に

も
取
り
入
れ
、
高
度
な
人
材
育

成
教
育
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
産
学
官
連
携
推
進
の
意
思
決

定
機
関
で
あ
る
複
合
領
域
産
学

官
民
連
携
推
進
本
部
で
は
、
受

託
・
共
同
研
究
お
よ
び
政
府
系

競
争
的
資
金
に
よ
る
委
託
事
業

国
プ
ロ

と
い
っ
た
企
業
や

社
会
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
新

価
値
創
造
に
つ
な
が
る
研
究
活

動
、
な
ら
び
に
地
域
連
携
を
促

進
す
る
文
部
科
学
省
「
地

知

の
拠
点
整
備
事
業

大

学
Ｃ
Ｏ
Ｃ
事
業

」
の
推
進
に

学
生
を
積
極
的
に
参
画
さ
せ
る

こ
と
に
よ
っ
て
課
題
に
対
す
る

分
析
・
解
決
能
力
に
加
え
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
な
ど
学
生

が
実
践
力
を
磨
く
機
会
の
創
出

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

大学産学官連携の新たな展開へ
東
京
電
機
大
学

　
東
京
電
機
大
学
は
学
内
の
研

究
活
動
を
社
会
貢
献
に
つ
な
げ

る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
技

術
を
持
つ
研
究
者
を
引
き
合
わ

せ
る
「
Ｃ
Ｒ
Ｃ
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

を
２
０
１
３
年
７
月
に
開
催
。

以
来
、
全
６
回
を
多
様
な
分
野

で
実
施
し
て
き
た
。
こ
れ
ら
の

実
績
を
背
景
に
「
新
分
野
開
拓

研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
開
設

し
、
研
究
者
間
の
さ
ら
な
る
連

携
を
促
進
。
ま
た
、
「
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
研
究
所
」
制
度
を
立
ち

上
げ
る
な
ど
学
内
の
「
連
携
」

強
化
に
務
め
る
。

　
大
学
間
の
「
連
携
」
に
よ
る

産
学
連
携
に
も
積
極
的
で
、

年
に
設
立
し
た

大
学
１
機
関

で
構
成
す
る
任
意
団
体
「
大
学

知
財
群
活
用
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム

Ｐ
Ｕ
ｉ
Ｐ

」
に
参
画
。

複
数
大
学
の
特
許
や
研
究
知
識

を
ベ
ー
ス
に
、
具
体
的
な
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
、
迅
速
な
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提

供
。
こ
の
よ
う
な
研
究
・
連
携

支
援
活
動
の
た
ゆ
ま
ぬ
発
展
に

取
り
組
む
。

東
洋
大
学

　
東
洋
大
学
は
「
哲
学
教
育
」

「
国
際
化
」
「
キ
ャ
リ
ア
教

育
」
を
柱
に
、
教
育
・
研
究
並

び
に
産
学
連
携
活
動
の
推
進
を

行
っ
て
い
る
。
２
０
１
５
年
度

改
組
さ
れ
た
「
産
官
学
連
携
推

進
セ
ン
タ
ー
」
で
は
、
企
業
や

自
治
体
と
の
連
携
を
強
化
し
、

学
術
研
究
の
さ
ら
な
る
発
展
と

社
会
貢
献
へ
の
寄
与
を
目
指
し

て
事
業
を
展
開
す
る
。

　
理
工
学
部
・
総
合
情
報
学
部

が
教
育
・
研
究
活
動
を
行
う
川

越
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
は
、

年
以
上
の
歴
史
を
持
つ
「
工

業
技
術
研
究
所
」
が
、
近
隣
地

域
を
中
心
と
す
る
産
業
界
と
の

窓
口
を
担
っ
て
い
る
。
ま
た
、

「
産
学
協
同
教
育
セ
ン
タ
ー
」

は
、
中
小
企
業
を
支
え
る
高
度

な
技
術
者
養
成
を
目
的
と
し
た

「
中
核
人
材
育
成
講
座
」
、
学

生
と
企
業
を
つ
な
ぐ
「
長
期
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」
を
実
施
す

る
な
ど
、
企
業
・
学
生
双
方
へ

の
教
育
を
通
し
た
産
学
連
携
活

動
を
展
開
し
て
い
る
。
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